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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人日本空気清浄協会（JACA）及

び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出が

あり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

これによって，JIS B 9908:2011 は廃止され，その一部を分割して制定したこの規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 9908 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 9908-1 第 1 部：粒子状物質捕集率に基づく仕様，要件及び分類 

JIS B 9908-2 第 2 部：粒径別捕集率及び圧力損失の測定方法 

JIS B 9908-3 第 3 部：試験粉じん負荷に対する質量法捕集率及び圧力損失の試験 

JIS B 9908-4 第 4 部：換気用エアフィルタユニットの除電処理の試験方法 

JIS B 9908-5 第 5 部：換気用電気集じん器の性能試験方法 

JIS B 9908-6 第 6 部：超高性能フィルタユニットの性能試験方法 

この規格群は，ビルディング，工場，事務所などにおいて，空気中に浮遊する粉じんを除去するために

用いるエアフィルタのうち，ろ材を用いて粉じんを除去する換気用エアフィルタユニット（以下，フィル

タユニットという。）及び換気用電気集じん器（以下，電気集じん器という。）の性能試験方法について規

定する。この規格群は，2016 年 12 月に発行された ISO 16890-1～ISO 16890-4 の 4 部とこの国際規格で規

定されていない JIS B 9908-5 及び JIS B 9908-6 の 2 部との計 6 部構成である。 
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序文 

この規格は，2016 年に第 1 版として発行された ISO 16890-3 を基とし，JIS B 9908:2011 及び ISO 16890

規格群に混在する測定方法の差異部分を整合させるために，技術的内容を変更して作成した日本工業規格

である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，一般的な換気用エアフィルタの質量法捕集率及び空気量に対する圧力損失を測定するため

に使用する試験装置及び試験方法について規定する。また，試験方法，評価のための仕様，一般要求事項

及び試験結果報告書の概略についても規定する。この規格は，JIS B 9908-1，JIS B 9908-2 及び JIS B 9908-4

と合わせて使用することを意図している。 

この規格は，開口面積が 610 mm×610 mm の試験ダクトにおいて，風量が 0.25 m3/s（900 m3/h）から 1.5 

m3/s（5 400 m3/h）の間で適用する。 

記号 J-ePMx は，0.3 μm～X μm の光学直径をもつ粒子に対するフィルタユニットの捕集率を表す（JIS B 

9908-1 の表 1 参照）。 

この規格，並びに JIS B 9908-1，JIS B 9908-2 及び JIS B 9908-4 は，規格で定められた手順で試験した場

合に，J-ePM1 が 99 %以下で J-ePM10 が 20 %を超える一般換気用フィルタユニットに適用する。試験の適用

上限を超えるフィルタユニットは，JIS B 9908-6 によって評価する。 

注記 1 試験手順の適用下限を J-ePM10 で 20 %とした理由は，このレベル以下のフィルタユニットで

は，この規格に示す手順で統計的妥当性のある結果を得ることが難しいためである。 

室内空気清浄機で使われるフィルタユニットは，この規格の適用範囲から除外する。 

この規格群に従って得られた性能結果は，それ自体から実用時の捕集率又は寿命を定量的に推定するこ

とはできない。 


